売春婦の リゼ ットは 新手 を 考えた。 彼女 は ベッド か 

ら 起き 上り ざま 大声で わめいた。 

「誰か あたしの パパと マ マンになる 人 は 無い かい。」 

まどむ こ 

夕暮は 迫って いた。 腹 は 減って いた。 窓 向う の 壁が 

かぶりつ きたい ほどう まそう な 狐色に 見えた。 彼女 

は 笑った。 横隔膜 を 両手で 押えて 笑った。 腹が減り 過 

ぎて 却ってお かしくなる 時が 誰に でも ある もの だ。 

廊下 越し の 部屋から i: 子 直し の マギィ 婆さんが や つ 

て 来た。 

「どうかした のかい、 この 人 はまる で 気 狂いの ように 

笑って さ。」 



涙と 寝 垢 を リス リンで きれいに 拭き取って その あと 

の 顔へ 彼女 は 「娘」 を 一 人 絵 取り出した。 それ は 実際 

きょくば ほ 

に はありそう も 無い 「娘」 だった。 曲馬の 馬に 惚れる 

ような 物語の 世界にば かり 棲み 得る 娘であった。 この 

-っそ おも 

噓を 現在の 自分と して 今夜の 街に 生きる 不思議 を 想う 

と 彼女 は 嬉しくて 堪らなく なった。 彼女 はおし ろい を 

指の 先に 检 じつけ て 鏡の 上に 書いた。 

「わたしの 巴 里！」 

マギィ 婆さんと おいぼれが やって来た。 二人とも 

あんがい かいわい 

案外 見られる 服装 をして やって来た。 この 界隈の 人の 

間に は 共通の 負けん気 があった。 いざと いうと き は 町 



もちあ か 

持 上げ 鼻の 先に 汗を搔 いた。 うしろから 行く マ ギィ婆 

さん は 何となく 嫉妬 を 感じ 始めた。 

グ ランプ I ル ヴァル ごしき ゃリ ぶす ま 

ポア ッソニ ェの大 通 はもう 五色の 光の 槍 襖 を 

八方から 突出して いた。 しかし それに 刺され、 あるい 

は それ を 除け て 行く 往来の 人 はま だ 篩 にか けられて 

いなかった。 ゴミが 多かった。 というの は 午後 十一 時 

過ぎの ように 全 く 遊び 専門の 人種に なり 切って いな 

かった。 いくらか 足 並に 余裕 を 見せて いる 男 達 も 月賦 

いしょう かざりまど すいつ ひ け ミジ ネット 

の 衣裳 屋の 飾 窓 に 吸 付いている 退 刻 女 売子の 背中へ 

廻って 行った。 商売 女に は 眼 も くれなかった。 キヤ 

フエで は 給仕 男た ちが 眺めの いい 窓の 卓子へ 集まって 



ゆっくり 晚飯を 食べて いた。 当番の 給仕 男が 同僚た ち 

に 客 に対すると 同様に 仕付けよ く 給仕して いた。 

「今日は 遊び かね。」 

という 声が した。 すぐ それ は 探偵で ある ことが 判つ 

た。 リゼ ットは 怖く も 何とも 無かった。 この 子供 顔の 

探偵 は 職業 を 面白がつ ていた。 リゼ ットが 始めて 彼に 

捉えられて サン . ラザ ー ルの 館 —— 即ち 牢屋へ 送 

リ 込まれる ときには 生 鳥の 鶉 のように 大事に された。 

真に 猫 を 愛する 猫 人 は 獲 もの を 残酷に 扱う もので は 

ない。 そして 彼女が 鑑札 を 受けて 大 びら で 稼ぎに 出る 

となると この 探偵 は 尊敬 さえ もして くれた。 尊敬す る 



むこ たぶん まつ リ しゃてき 

向う へ 行った。 多分 モンマルトルの 祭の 射的で でも 

当てた のだろう。 

モンマルトルへ は リゼ ットは 踏み込めなかった。 ポ 

よ-つぐ 

アツ ソニ ェの 通り だけが 彼女に 許された 猫 区だった。 

もちば 

その 中で も キヤ フエ —— R が 彼女の 持 場だった。 この 

こんだて ひよ-つ 

店へ は 比較的 英米 客が 寄り付く ので 献立表 にも クラ 

つ う ぞく 

ブ. サンド ウイ ツチと か、 ハムエッグ ス とかいう 通俗 

な 英語 名前の 食品が 並べ て あ つ た。 

客が 好んで 落ちつく 長椅子の 隅 —— 罠 は そこ だ。 そ 

の 席上 を 一 つ あけて 隣の 卓子へ 彼女の 一 隊は 坐った。 

ほ うま ギャルソン 

彼女に 惚れて いる コル シカ 生れの 給仕 男が 飛んで 来 



て 卓子 を 拭いた。 

「注文 はなに？ ペルノ か、 よし、 ところで たった今、 

レイモンが お前 を 尋ねて 来た ぜ。」 

彼 は 何でも 彼女の 事 を 知っていた。 彼女の 代りに 彼 

が 金 を 貸して やった。 

「どうせお 前 は 持って やしまい と 思って。」 

商売 仲間の 女が そろそろ 場 を 張りに 来た。 毛皮 服の 

ミア ルカ、 格子縞の マル ゲ リット。 そして 彼女 等はリ 

ゼット を 見る や 「おや！」 と 一 W つた。 「化けた ね。」 と 

も 云った。 

^3里へ来る遊び客は近頃商売女に飽きた。 素人ら し 



とりま y き あ 

リカ 人 を 取 巻いて 巣へ 引上げようと かかる とみんな 

いっせい 

一 斉に、 

ヴ イヴ ラフ アミ I ュ 

「 家族 万歳 ！」 

は や う し ろ 

と囉 した。 その 返礼に リゼ ットは 後 を 向いて 酒で 

焦げた 茶色の 舌 をち よ つと 見せた。 

アメリカ人 を 巣に 引き入れて 衣裳 戸棚の 葡萄酒の 最 

後の 一 本 を 重く 取り出した 時 リゼ ットは 急に 悲しく 

なった。 

レイモン は 何して る だろ う —— 彼女 は 自分に 苦労 さ 

せて はぶら ぶら 金ば かり 使って 歩く 男が いとしく また 

憎らし くもなった。 疲れが 一 時に 体から 這い 出した。 
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